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ホームページからも住所変更やしおさい会セミ
ナーなどの参加申込みが可能です。」

鹿児島大学医学部保健学科
地域包括看護学講座内

　

令
和
初
の
正
月
を
晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の

事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
八
月
三
日
、
第
二
十
回
し
お
さ
い
会

総
会
を
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
で
九
十
七
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
無
事
終
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
欠
席
の
方
か
ら
も
心
温
ま
る
多
く
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

学
校
創
立
七
十
七
年
、
同
窓
会
創
立
四
十

年
、
七
校
同
窓
生
一
、
三
〇
九
名
が
所
属
す

る
会
と
な
り
、
九
十
歳
代
か
ら
二
十
歳
代
の

学
生
ま
で
参
集
頂
き
、
親
睦
を
深
め
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
大
学
保
健
師
同
窓
会
は
、
長
年
の

保
健
活
動
、
社
会
福
祉
活
動
の
歴
史
を
持
つ

先
輩
の
知
恵
を
引
き
継
ぎ
、
住
民
の
生
活
現

場
に
密
着
し
、
培
っ
た
人
間
を
丸
ご
と
総
合

的
に
理
解
す
る
視
点
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
伝

承
す
る
場
が
「
し
お
さ
い
会
」
で
す
。
こ
れ

も
長
年
会
費
を
払
い
盛
り
立
て
参
加
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
の
お
陰
で
す
。
ま
た
、
歴
任

い
た
だ
い
た
教
職
員
、
同
窓
会
の
役
員
の

方
々
に
は
会
の
運
営
を
深
め
広
め
多
大
な
尽

力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
十
回
総
会
に
あ
た
り
歴
代
会
長
、
副
会

長
、
教
職
員
十
五
人
の
方
に
感
謝
状
を
差
上

げ
ま
し
た
。
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
欠
席

の
方
に
は
後
日
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

七
月
七
日
逝
去
さ
れ
た
松
下
敏
夫
先
生
の

息
子
さ
ん
か
ら
は
、「
仏
壇
に
供
え
ま
し
た
」

と
電
話
を
い
た
だ
き
、
他
の
方
々
か
ら
は
お

礼
の
こ
と
ば
や
手
紙
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
総
会
で
は
、
八
十
歳
以
上
の
会
員
の
会
費

免
徐
の
案
件
を
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同

時
に
、
大
学
卒
業
時
同
窓
会
費
納
入
の
中
か

ら
「
し
お
さ
い
会
」
に
助
成
を
い
た
だ
く
よ

う
に
看
護
同
窓
会
「
つ
め
草
会
」
に
交
渉
中

の
報
告
を
し
、
そ
の
旨
「
つ
め
草
会
」
に
四

回
目
の
文
書
依
頼
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
二
年
が
か
り
で
武
蔵
野
大
学

教
授
の
中
板
育
美
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

公
衆
衛
生
現
場
に
連
綿
と
流
れ
る
保
健
師
の

保
健
文
化
の
創
造
生
産
性
の
向
上
と
揺
る
ぎ

な
い
保
健
師
の
心
根
と
魂
の
根
幹
を
講
演
い

た
だ
き
た
い
と
の
期
待
か
ら
で
し
た
。
期
待

ど
お
り
の
講
演
内
容
で
、
感
動
を
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
報
告
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

講
演
で
紹
介
さ
れ
た
「
孤
島
の
太
陽
」
と

同
様
、
鹿
児
島
の
保
健
師
は
、
昭
和
十
九
年

か
ら
僻
地
、
離
島
が
多
い
本
県
の
特
殊
事
情

か
ら
市
町
村
役
場
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
家

庭
生
活
の
現
場
に
入
り
込
み
家
族
ぐ
る
み
で

生
命
、
生
活
、
生
き
る
権
利
を
護
る
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
し
た
。

置
か
れ
た
環
境
の
中
で
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
、

家
族
と
社
会
、
制
度
や
組
織
な
ど
社
会
資
源

と
を
繋
ぎ
、
新
制
度
を
つ
く
る
た
め
保
健
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。
根
気
、
粘
り
強
さ
で

そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
や
納
得
し
て
生
き
る

幸
せ
を
支
え
る
社
会
福
祉
活
動
で
し
た
。
保

健
師
活
動
の
技
術
は
、
今
も
家
庭
訪
問
、
健

康
相
談
、
健
診
事
業
な
ど
で
す
。
そ
の
技
術

を
使
い
乳
幼
児
死
亡
率
を
世
界
一
に
引
き
下

げ
平
均
寿
命
を
延
伸
さ
せ
ま
し
た
。
問
題
の

早
期
発
見
、
未
受
診
者
の
中
に
潜
む
虐
待
や

問
題
を
診
て
拾
い
上
げ
、
見
捨
て
な
い
で
関

係
者
と
連
携
し
協
働
す
る
。
目
標
は
、
住
民

を
家
族
ぐ
る
み
で
看
て
誰
も
が
不
自
由
な
く

暮
ら
せ
る
、
全
世
代
型
地
域
共
生
社
会
を
創

る
。
お
節
介
、
お
世
話
、
お
互
い
様
の
幸
せ

づ
く
り
で
す
。
五
月
生
誕
二
百
年
の
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
は
、「
天
使
と
は
、
苦
悩
す
る
者

の
た
め
に
戦
う
者
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。

　

五
月
「
し
お
さ
い
会
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。
保
健
師
は
、
現
状
を
可
視
化
し
て

経
済
と
環
境
の
範
囲
の
中
で
、
多
様
性
と
寛

容
さ
で
揺
る
が
ず
、
楽
観
的
に
挑
戦
し
住
民

の
健
康
、
幸
せ
を
守
り
成
果
を
出
す
存
在
で

あ
り
続
け
ま
す
。
ナ
ー
シ
ン
グ
ナ
ウ
語
り
ま

し
ょ
う
。

（
Ｓ
45
年
卒
）
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２　

庶
務
報
告

　

⑴
会
員　

一
三
〇
九
名

　
　
（
令
和
元
年
六
月
三
十
日
現
在
）

　

⑵
新
規
会
員

　
　

平
成
二
十
九
年
度　

十
六
名

　
　

平
成
三
十
年
度　
　

十
五
名

　

⑶
会
報
発
送
数

　
　

平
成
三
十
年　

七
四
五
通

　
　

令
和
元
年　
　

七
四
七
通

３　

決
算
報
告
（
別
紙
参
照
）

二
　
令
和
元
・
二
年
度
計
画

１　

事
業
計
画

　

⑴
同
窓
会
総
会
の
開
催

　
　
（
令
和
元
年
八
月
）

　

⑵
同
窓
会
通
信
「
し
お
さ
い
」

　
　

発
行
年
一
回

　

⑶
同
窓
会
新
入
会
員
推
進
運
動

　

⑷
研
修
会

（
令
和
元
年
度
総
会
時
・
令
和
二

年
度
し
お
さ
い
会
セ
ミ
ナ
ー
）

　

⑸
運
営
に
関
す
る
会
議

　

⑹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

２　

予
算
（
別
紙
参
照
）

三
　
役
員
改
選

【
新
役
員
】

　
　

会　

長　

徳
永　

龍
子

　
　

副
会
長　

笹
川 　

純
子

　
　

書　

記　

仮
屋
崎　

美
紀

　
　
　
　
　
　

山
中　

和
代

　
　

会　

計　

野
田　

友
希

　
　
　
　
　
　

小
田　

房
子

　
　

監　

事　

川
﨑　

誉
代

　
　
　
　
　
　

大
小
田　

由
美
容

　
　

理　

事　

兒
島　

淳
子

　
　
　
　
　
　

益
満　

友
子

　
　
　
　
　
　

森　

隆
子

　
　
　
　
　
　

遠
藤　

順
子

　
　
　
　
　
　

堂
園　

久
美

　
　
　
　
　
　

船
川　

由
香

【
退
任
役
員
】

　
　

副
会
長　

新
塘　

久
美
子

　
　

書　

記　

末
吉　

紀
子

　
　

会　

計　

笹
原　

留
美

　
　

監　

事　

永
山　

広
子

　
　
　
　
　
　

林　

し
お
り

　
　

理　

事　

米
沢　

文

　
　
　
　
　
　

帖
佐　

桂
子

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

令
和
元
年
八
月
三
日
（
土
）
城
山

ホ
テ
ル
鹿
児
島
に
て
、
第
二
十
回
総

会
を
開
催
し
、
九
十
七
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
議
長
に
は
、
昭
和
五

十
七
年
卒 

今
村
恵
さ
ん
が
選
出
さ

れ
、
会
順
に
従
い
議
事
を
進
め
ま
し

た
。

　

事
業
報
告
と
し
て
、
第
八
回
「
し

お
さ
い
会
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
や
、

同
窓
会
会
則
改
正
報
告
の
中
で
概
ね

八
十
歳
以
上
会
員
の
会
費
免
除
、
新

た
に
支
払
い
内
規
を
制
定
し
た
旨
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
大
学
卒

業
時
同
窓
会
費
納
入
の
中
か
ら
「
し

お
さ
い
会
」
に
助
成
を
い
た
だ
く
よ

う
に
鹿
児
島
大
学
看
護
同
窓
会
「
つ

め
草
会
」
に
交
渉
し
、
活
動
支
援
依

頼
を
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
つ
い
て
は
、

同
窓
会
会
員
の
み
な
ら
ず
学
生
や
地

域
住
民
な
ど
会
員
外
を
含
め
た
閲

覧
・
参
加
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
続
い
て
研
修
会
で
は
、
同

窓
会
二
十
周
年
記
念
講
演
と
し
て
、

武
蔵
野
大
学
教
授
の
中
板
育
美
先
生

に
お
願
い
し
、「
こ
れ
ま
で
の
保
健

師
活
動
と
、
こ
れ
か
ら
変
わ
る
も
の
、

変
わ
ら
な
い
も
の
」
と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
い
保
健
師

活
動
、
歴
史
を
持
つ
先
輩
た
ち
の
知

恵
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
と
密
着
す
る
た
め
に

フ
ィ
ー
ル
ド
で
培
っ
た
人
間
を
総
合

的
に
見
る
視
点
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
お
忙
し
い
中
、
鉾

之
原
昌
先
生
、
尾
上
佳
代
子
先
生
、

米
増
直
美
先
生
、
兒
玉
慎
平
先
生
、

稲
留
直
子
先
生
、
森
隆
子
先
生
の
六

名
の
先
生
方
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
平
成
九
年
卒
の
宇
田
治
子

さ
ん
と
平
成
五
年
卒
の
林
し
お
り
さ

ん
の
爽
や
か
な
司
会
の
も
と
、
総
会

二
十
周
年
に
あ
た
り
、
歴
代
会
長
、

副
会
長
、
教
職
員
十
五
人
の
方
に
感

謝
状
を
贈
呈
し
、
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
余
興
で
は
、
同
窓
会

役
員
が
所
属
し
て
い
る
リ
ビ
ン
グ
カ

ル
チ
ャ
ー
倶
楽
部
ゴ
ス
ペ
ル
講
座
生

の
「
ボ
ニ
ー
ト
ク
レ
イ
ン
ズ
」
の
皆

様
に
よ
る
ゴ
ス
ペ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
を
皮
切
り
に
、
平
成
六
年
卒
に
よ

る
鹿
児
島
弁
ラ
ジ
オ
体
操
、
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
溢
れ
る
昭
和
五
十
六
年
、
五

十
七
年
卒
の
皆
さ
ん
の
歌
や
ダ
ン
ス

な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
楽
し
い
余
興

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
旧
交
を
深
め
ま

し
た
。
二
年
後
の
第
二
十
一
回
総
会

で
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

（
文
責　

仮
屋
崎
）

一
　
平
成
二
十
九
・
三
十
年
度
報
告

１　

事
業
報
告

　

⑴
同
窓
会
総
会
の
開
催

　

⑵
同
窓
会
通
信
「
し
お
さ
い

　
　

三
三
・
三
四
号
」
の
発
行

　

⑶
同
窓
会
新
入
会
員
推
進
活
動

　
　

①
同
窓
会
入
会
の
説
明

　
　
　
（
第
十
六
・
十
七
期
生
） 

　
　

②
卒
業
生
入
会
希
望
者
へ

　
　
　

祝
電
・
花
束
贈
呈

　
　
　
（
第
十
六
・
十
七
期
生
）

　

⑷
研
修
会

　
　

①
総
会
時

　
　
　
（
平
成
二
十
九
度
） 

　
　

②
し
お
さ
い
会
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
（
平
成
三
十
年
度
） 

　

⑸
運
営
に
関
す
る
会
議

　
　

①
役
員
会　

十
六
回
開
催

　
　

②
ク
ラ
ス
連
絡
委
員
会

　
　
　

二
回
開
催

第
二
十
回 

同
窓
会
報
告

第
二
十
回 

同
窓
会
報
告

感謝状の贈呈

来賓挨拶
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【収　　入】
平成 29・30年度　決　算　報　告別　表

（単位：円）
収入済額予　算　額科　　 　目

支　出　額予　算　額科　　 　目

会 　費
雑 　収 　入
繰 　越 　金

計

1,300,000
15,000

2,713,436
4,028,436

△ 320,950
△ 2,992

0
△ 323,942

979,050
12,008

2,713,436
3,704,494

【支　　出】 （単位：円）

会 議 費
研 修 費
印 刷 費
事 務 費
通 信 費
振 込 手 数 料
雑 費
予 備 費

計

1,000,000
100,000
300,000
100,000
800,000
50,000
100,000
1,578,436
4,028,436

347,169 
46,000
54,840

△ 12,195
243,700
6,342

△ 74,336
1,574,442
2,185,962

652,831
54,000
245,160
112,195
556,300
43,658
174,336
3,994

1,842,474

1,000,000
100,000
300,000
130,000
500,000
50,000
100,000
897,020
3,077,020

1,000,000
100,000
300,000
100,000
800,000
50,000
100,000
1,578,436
4,028,436

0
0
0

30,000
△ 300,000

0
0

△ 681,416
△ 951,416

収　入　合　計 3,704,494円  
支　出　合　計 1,842,474円
差　引　残　高 1,862,020円

令和元年８月３日提出

【収　　入】
令和元年・２年度　予　算

（単位：円）
科　　 　目

会 　費
雑 　収 　入
繰 　越 　金

計

1,200,000
15,000

1,862,020
3,077,020

△ 100,000
0

△ 851,416
△ 951,416

1,300,000
15,000

2,713,436
4,028,436

【支　　出】 （単位：円）
科　　 　目

会 議 費
研 修 費
印 刷 費
事 務 費
通 信 費
振 込 手 数 料
雑 費
予 備 費

計
（△減）令和元年８月３日提出

本年度予算額 前年度予算額

本年度予算額 前年度予算額

増　減　額 備 考

差　引　額 備 考

増　減　額 備 考

増　減　額 備 考

総会、役員会、連絡員会
研修会講師
会報「しおさい」、宛名ｼｰﾙ　他
事務用品、役員手当
会報「しおさい」発送料、ホームページ開設費

卒業式謝恩会参加費、同窓会２０周年記念寄付　他

入会金、会費（307名）
寄付（新納様　他）、利息8円
前期からの繰越金（うち定額口座：110万円）

総会、役員会、連絡員会
研修会
会報「しおさい」宛名シール等
事務用品、役員手当
「しおさい」発送料、ホームページ管理料等

大学との連携、大学の行事出席　他

入会金、会費
利子等
前期からの繰越金

懇
親
会
の
一
場
面

ゴスペル S56年卒の余興 H6年卒の余興

会　長　　徳 永 龍 子
しおさい 会
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総
会
に
続
い
て
研
修
会
で
は
、「
保

健
師
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
〜
変

わ
る
も
の
と
変
わ
ら
な
い
も
の
」
と

題
し
て
中
板
育
美
先
生
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆
は
じ
め
に

　

昭
和
十
六
年
保
健
婦
規
則
が
制
定

さ
れ
、
保
健
婦
と
し
て
誰
も
が
認
め

る
規
則
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
に

比
べ
る
と
、
現
在
は
保
健
師
が
取
り

組
む
べ
き
健
康
課
題
も
多
岐
に
わ
た

り
、
複
雑
に
な
り
、
し
か
も
、
活
動

の
成
果
は
か
な
り
高
度
な
も
の
を
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
保
健
婦
が
保
健

師
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
を
こ
の
会
の
中
で
具
体

的
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
市
町
村
保
健
師
の
時
代

　

住
民
に
最
も
近
い
市
町
村
保
健
師
。

国
が
や
り
な
さ
い
と
言
う
統
一
的
に

同
じ
も
の
を
や
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
活
動
を
実
践

す
る
時
代
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
町
村
の
保
健
師
に
は
、
創
意
、
工
夫
、

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
「
力
」
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム

　

社
会
保
障
制
度
の
根
幹
で
あ
る
社

会
保
険
給
付
費
は
、「
少
子
・
超
高

齢
化
」
で
世
代
間
扶
養
が
成
り
立
た

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
社
会
保
障

制
度
の
改
革
が
進
む
中
、
行
政
と
医

療
提
供
者
の
中
で
の
小
手
先
の
構
造

改
革
で
は
成
果
が
あ
が
ら
ず
、
よ
り

一
層
の
改
革
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て

出
て
き
た
の
が
、
自
助
・
互
助
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資

本
）
の
推
進
で
す
。
改
革
の
中
で
言

わ
れ
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
は
、
保
健
師
活
動
と
し
て

は
と
て
も
重
要
な
位
置
づ
け
で
す
。

安
心
、
安
全
が
保
持
さ
れ
た
住
み
よ

い
ま
ち
を
療
養
者
や
周
辺
に
い
る
住

民
の
力
を
借
り
て
創
り
上
げ
て
い
く

包
括
的
な
体
制
は
、
地
域
の
特
性
に

合
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

ま
た
、
病
気
・
障
害
を
持
っ
て
い

る
人
も
地
域
で
当
た
り
前
に
生
き
て

い
く
、
そ
れ
が
守
ら
れ
て
い
く
よ
う

な
地
域
を
創
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

「
本
人
の
意
思
、
家
族
の
意
思
」
を

尊
重
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
に
、
国
か

ら
縦
割
り
で
一
一
〇
個
ぐ
ら
い
の
事

業
が
下
り
て
き
て
い
ま
す
が
、
あ
く

ま
で
も
事
業
は
仕
組
み
を
上
手
く
持

ち
上
げ
て
い
く
た
め
の
手
段
で
あ
り
、

一
つ
一
つ
こ
な
す
こ
と
を
一
生
懸
命

に
や
っ
て
い
て
も
、
仕
組
み
は
創
れ

ま
せ
ん
。

　

私
達
が
す
べ
き
こ
と
は
た
だ
一
つ
。

地
域
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、「
今
、
何
が
足
り
な
い
？
」「
何

を
も
っ
と
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
？
」
と
常
に
考
え
る
。
私
た
ち
の

エ
ビ
デ
ン
ス
は
全
て
住
民
に
あ
る
と

言
う
感
覚
を
も
う
一
度
し
っ
か
り
取

り
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
母
子
保
健
に
求
め
ら
れ
る
も
の

　

妊
娠
期
（
母
子
手
帳
交
付
）
〜
三

歳
（
乳
幼
児
健
診
）
の
時
に
、
全
て

の
人
達
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
母
子
保
健
の
仕
組
み
は
、

先
輩
方
が
作
り
、
守
っ
て
き
た
日
本

の
世
界
に
誇
れ
る
「
文
化
」
で
す
。

　

私
は
「
母
子
保
健
」
が
保
健
師
活

動
の
中
で
最
も
難
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
母
子
保
健
こ
そ
が

「
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
」、

全
て
の
人
を
対
象
に
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
な
ぜ
、
母
子
保
健
が
難
し
い

の
か
。
そ
れ
は
母
子
健
診
に
一
〇
〇

人
来
る
と
し
た
ら
、
一
〇
〇
人
が
一

〇
〇
人
と
も
健
全
に
子
育
て
で
き
れ

ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
「
子

育
て
が
難
し
い
人
」
を
見
つ
け
出
す

（
か
な
り
高
い
選
球
眼
が
必
要
）。「
ふ

る
い
」
に
か
け
る
作
業
を
自
分
た
ち

が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

す
。

　

社
会
的
な
関
心
を
集
め
た
子
ど
も

の
虐
待
死
亡
事
例
を
保
健
師
の
視
点

で
紹
介
。

（
船
戸
結
愛
さ
ん
）

（
栗
原
心
愛
さ
ん
）

（
池
田
小
鳥
さ
ん
）

　

妊
娠
中
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
は
、
厚
労
省
だ
け
で
は
な
く
、
内

閣
府
、
文
科
省
、
厚
労
省
、
省
庁
あ

げ
て
の
母
子
保
健
と
言
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
の
母
子
保
健
法
の

改
正
で
、「
虐
待
の
予
防
、
早
期
発

見
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留

意
す
る
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
律
上
虐
待
の
発
見
も
加
わ
り
ま

し
た
が
、
母
子
保
健
の
理
念
は
崩
し

て
は
い
ま
せ
ん
。
虐
待
を
発
見
す
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
「
妊
娠
し
、

産
み
育
て
る
こ
と
を
安
心
し
て
で
き

る
よ
う
に
応
援
す
る
こ
と
」
が
母
子

保
健
だ
と
言
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

大
事
な
こ
と
は
、
新
た
な
建
物
を
作

る
の
で
は
な
く
、
子
育
て
包
括
支
援

の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
は
保
健
師
の
専
門
的
な
話
も
聞

け
て
、
先
輩
お
母
さ
ん
に
愚
痴
も
言

え
る
。
そ
れ
を
お
母
さ
ん
が
選
択
で

き
る
こ
と
が
担
保
で
き
た
ら
、
ど
ん

な
形
で
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
連
携
で
な
く
協
働

　

高
齢
者
、
母
子
、
成
人
を
含
め
、

健
康
は
や
は
り
一
人
で
は
守
れ
な
い
。

家
族
の
協
力
、
仲
間
の
存
在
、
学
校

や
職
場
の
理
解
や
協
力
、
地
域
社
会

の
協
力
が
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
健
康

で
い
ら
れ
ま
す
。
治
す
医
療
か
ら
支

え
る
医
療
へ
変
わ
っ
て
い
く
今
、
一

つ
の
職
種
（
保
健
師
）、
一
つ
の
機

関
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）、
一
つ
の
組

織
（
自
治
体
）
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
課
題
が
沢
山
あ
り
、
私
達
は
そ

し
お
さ
い
会
研
修
会

し
お
さ
い
会
研
修
会

し
お
さ
い
会
研
修
会

記
念
講
演
「
こ
れ
ま
で
の
保
健
師
活
動
と
、

　
　
こ
れ
か
ら
変
わ
る
も
の
、
変
わ
ら
な
い
も
の
」

講
師
　
中
板 
育
美 
氏

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

昭
和
六
十
一
年
　
千
葉
県
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

平
成
元
年
　
　
　
東
京
都
（
保
健
師
）

平
成
十
六
年
　
　
国
立
保
健
医
療
科
学
院
　
上
席
主
任
研
究
官

平
成
二
十
三
年
　
公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
　
常
任
理
事

　
　
　
　
　
　
　（
元
日
本
看
護
協
会
保
健
師
職
能
委
員
長
）

平
成
三
十
年
　
　
武
蔵
野
大
学
看
護
学
部
看
護
学
科
　
教
授
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れ
を
認
知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
た
ち
だ
け
で
何
と
か
し
よ
う

と
思
う
の
で
は
な
く
、
色
々
な
人
と

連
携
す
る
。
連
携
の
先
に
協
働
。
連

携
は
協
働
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◆
保
健
師
が
住
民
の
戸
を
た
た
く

　
「
医
療
」
で
は
、
住
民
が
医
師
の

戸
を
た
た
く
。「
公
衆
衛
生
」
で
は

保
健
師
が
住
民
の
戸
を
た
た
く
。

　

私
た
ち
保
健
師
が
、
住
民
の
戸
を

た
た
き
、
住
民
の
心
を
開
い
て
い
く

こ
と
を
や
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
事

業
に
来
る
人
は
事
業
の
利
用
者
で
あ

り
、
健
診
に
来
る
人
は
健
診
の
受
診

者
で
す
。「
住
民
」
と
は
、
そ
う
で

は
な
い
人
で
す
。

　

健
康
に
な
る
た
め
の
生
活
習
慣
改

善
（
行
動
）
に
結
び
に
く
い
人
が
い

ま
す
。
で
も
、
そ
の
人
た
ち
に
も
健

康
に
な
る
権
利
は
あ
り
ま
す
。
本
当

は
困
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
声
に
出
せ

な
い
人
た
ち
を
私
た
ち
が
拾
い
上
げ

て
、
そ
の
人
た
ち
の
相
談
者
に
な
っ

て
い
く
道
筋
を
守
っ
て
い
く
の
が
、

保
健
師
の
本
来
の
姿
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
「
お

せ
っ
か
い
さ
ま
、
お
世
話
さ
ま
、
お

互
い
さ
ま
」
が
で
き
る
関
係
性
を
、

地
域
の
中
に
も
う
一
度
し
っ
か
り
取

り
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
人
一

人
が
そ
う
い
う
感
覚
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
、
も
っ
と
世
の
中
生
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
健
康
至
上
主

義
の
価
値
観
を
押
し
付
け
る
保
健
指

導
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
そ
の
人
ら

し
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
良
し
と
す

る
保
健
活
動
を
し
て
い
け
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

保
健
師
は
、
説
得
型
・
教
育
型
の

保
健
指
導
で
は
な
く
、
こ
の
人
た
ち

が
ど
う
こ
の
地
域
で
生
き
て
、
生
き

抜
い
て
、
自
分
の
人
生
を
自
分
ら
し

く
閉
じ
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
仕

組
み
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

地
域
に
出
る
。
住
民
と
会
う
。
住

民
が
語
れ
な
い
潜
在
化
し
た
問
題
を

察
知
し
て
、
色
々
な
活
動
と
結
び
つ

け
る
。
自
主
化
だ
け
を
目
的
に
す
る

の
で
は
な
く
、
今
や
っ
て
い
る
も
の

と
結
び
つ
け
て
、
包
括
的
に
相
談
で

き
る
よ
う
な
、
個
人
の
意
思
が
き
ち

ん
と
伝
え
ら
れ
て
、
困
っ
て
い
る
こ

と
が
言
え
る
よ
う
な
相
談
体
制
を
ど

う
創
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

◆
変
わ
ら
な
い
保
健
師
活
動

　

保
健
師
の
先
輩
で
あ
る
川
上
さ
ん

が
「
日
本
に
お
け
る
保
健
師
事
業
と

の
成
立
と
展
開
」
と
い
う
本
の
中
で
、

保
健
師
は
社
会
事
業
（
Ｓ
Ｗ
）
的
活

動
と
公
衆
衛
生
的
活
動
の
二
つ
の
源

流
を
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
個
人
を
し
っ
か
り
見
た

結
果
を
地
域
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る

力
を
持
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

個
人
の
健
康
と
地
域
の
健
康
双
方
に

地
域
特
有
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
な

が
ら
法
的
に
活
動
し
て
、
対
症
的
に

も
予
防
的
に
も
利
益
を
も
た
ら
し
て

き
た
の
が
保
健
師
だ
と
言
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
、
豊
か

に
自
分
の
人
生
を
納
得
し
て
生
き
抜

け
る
、
こ
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
そ
の
も
の
の
考
え
方
に
私
た
ち
は

特
化
し
て
、
保
健
師
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

映
画
「
太
陽
の
孤
島
」
は
、
高
知

県
沖
ノ
島
に
駐
在
保
健
婦
と
し
て
配

置
さ
れ
た
、
荒
木
初
子
さ
ん
の
物
語

で
す
。
保
健
師
の
教
育
課
程
に
あ
る

「
公
衆
衛
生
管
理
論
」
の
八
つ
の
管

理
能
力
が
、
こ
の
映
画
一
本
に
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ

ば
見
て
下
さ
い
。

保
健
師
の
原
点

・
生
活
の
現
場
に
入
り
込
み
支
援
し

て
き
た

・
保
健
師
は
家
族
を
丸
ご
と
面
倒
見

て
き
た

・
人
々
の
心
身
の
健
康
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
て
き
た

・
繋
ぐ
人
で
あ
っ
た
（
個
人
と
個
人
、

個
人
（
家
族
）
と
社
会
、
組
織
と

組
織
）

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
草
分
け
的

体
現
者
で
あ
っ
た

◆
最
後
に

　

昭
和
二
十
三
年
の
保
健
指
導
業
務

要
覧
に
あ
る
、
当
時
の
厚
生
省
公
衆

保
健
局
長 

三
木
氏
が
書
い
た
「
は
し

が
き
」
と
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
看
護
部
長 

グ

レ
イ
ス
・
イ
ー
・
オ
ル
ト
氏
が
書
い

た
「
は
じ
め
に
」
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
「
保
健
婦

の
業
務
」
は
今
の
時
代
に
も
通
用
す

る
も
の
で
す
。

長
い
保
健
師
活
動
、
歴
史
を
持
つ
先

輩
た
ち
の
知
恵
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
密
着
す
る

た
め
に
フ
ィ
ー
ル
ド
で
培
っ
た
人
間

を
総
合
的
に
見
る
視
点
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
板
先
生
に
は
、
保
健
師
一
人
一

人
の
心
に
響
く
貴
重
な
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
文
責　

山
中
） 　

昭
和
五
十
六
年
に
保
健
師
学
校
を

卒
業
し
ま
し
た
。

　

地
元
が
熊
本
で
卒
業
し
て
熊
本
市

に
就
職
し
、
そ
れ
か
ら
三
十
八
年
間
、

退
職
す
る
ま
で
熊
本
市
に
勤
務
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

退
職
後
に
連
絡
が
あ
り
ま
し
て
還

暦
同
窓
会
も
あ
る
し
、
総
会
に
は
恩

師
だ
っ
た
山
元
先
生
や(

旧
姓)

竹

迫
先
生
も
お
い
で
に
な
る
と
聞
き
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
い
ろ
い
ろ
な
方
と
の
交

流
も
あ
り
、
特
に
山
元
先
生
の
か
く

し
ゃ
く
と
し
た
お
姿
を
拝
見
で
き
た

こ
と
が
私
に
と
っ
て
は
人
生
の
目
標

に
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
で
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き

お
話
を
聞
き
な
が
ら
学
生
時
代
の
こ

と
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
自
宅
通
学

か
ら
県
外
そ
し
て
初
め
て
の
寮
生
活
、

と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
鹿
児
島
の
降

灰
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
布
団
を
干
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
、
実
習
で
お
世
話

に
な
っ
た
保
健
師
さ
ん
や
山
元
先
生

の
授
業
風
景
、
産
業
保
健
の
見
学
で

延
岡
ま
で
行
っ
た
こ
と
、
鹿
児
島
大

学
の
本
学
に
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に

行
き
こ
っ
そ
り
門
限
破
り
を
し
た
不

謹
慎
な
話
ま
で
思
い
出
は
尽
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ま
た
最
後
の
ゼ
ミ
で
「
保
健
師
は

地
域
の
住
民
の
役
に
立
つ
の
か
？
」

を
テ
ー
マ
に
図
書
館
で
文
献
を
検
索

し
て
い
た
ら
「
公
衆
衛
生
の
雑
役
婦

保
健
師
」
と
い
っ
た
言
葉
が
目
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。
内
容
の
詳
細
は

忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
フ

レ
ー
ズ
が
あ
ま
り
に
も
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
り
今
で
も
ず
っ
と
頭
に
残
っ
て

お
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る
前
、
重

度
の
難
病
患
者
の
家
庭
訪
問
の
際

「
一
番
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
何
？
」

と
聞
い
た
ら
「
飼
い
犬
の
庭
先
の
う

ん
ち
の
処
理
と
犬
の
散
歩
」
と
い
わ

れ
、
途
惑
い
な
が
ら
も
対
応
し
、
と

て
も
喜
ば
れ
た
こ
と
、「
犬
の
散
歩

が
出
来
ず
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
た

の
で
ほ
っ
と
し
た
」
と
話
さ
れ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た
あ
る
時
、

民
生
委
員
に
「
自
分
の
仕
事
は
こ
こ

ま
で
と
思
わ
ず
線
を
引
い
た
そ
の
一

歩
を
み
ん
な
が
踏
み
出
す
と
い
い
地

域
に
な
り
ま
す
よ
。」
と
言
わ
れ
「
公

衆
衛
生
の
雑
役
婦
保
健
師
」
と
い
う

言
葉
の
意
味
は
、
そ
の
人
ら
し
く
生

き
て
い
く
た
め
の
柔
軟
な
支
援
・
姿

勢
を
物
語
っ
て
い
た
の
か
な
と
自
分

な
り
に
解
釈
し
た
次
第
で
す
。

　

ま
た
平
成
二
十
八
年
四
月
の
熊
本

大
地
震
で
は
鹿
児
島
市
を
は
じ
め
全

国
各
地
の
保
健
師
さ
ん
方
に
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
お
さ
い
会
同
窓
会
に
参
加
し
て

昭和56年卒
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鹿
児
島
市　

東
部
保
健
セ
ン
タ
ー

谷
村
　
愛
理（
Ｈ
27
年
卒
）

の
年
の
公
衆
衛
生
学
会
で
は
神
戸
市

の
保
健
師
さ
ん
が
発
起
人
に
な
り
被

災
し
た
地
域
の
保
健
師
さ
ん
方
と
交

流
会
を
し
ま
し
た
。
本
当
に
全
国
の

保
健
師
の
絆
「
弱
い
紐
帯
の
強
い
力
」

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全

国
各
地
で
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
姿

に
後
押
し
さ
れ
て
震
災
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

保
健
師
と
い
う
仕
事
を
選
ん
だ
こ

と
で
、
先
生
方
、
よ
き
友
達
、
全
国

各
地
の
保
健
師
さ
ん
、
地
域
の
方
等

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
豊
か
な
人
生

を
送
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
同
窓

会
に
足
を
運
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

令
和
元
年
の
総
会
に
参
加
し
て

　

令
和
と
い
う
新
し
い
呼
び
名
に
改

ま
っ
た
節
目
の
年
に
、
私
達
は
還
暦

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
っ
た
一
年
だ
け
の
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
濃
厚
な

一
年
間
を
と
も
に
過
ご
し
た
友
だ
か

ら
こ
そ
、
三
十
八
年
た
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
が
変
わ
っ
て
も
と
て
も
仲

が
良
く
、
県
内
に
い
る
メ
ン
バ
ー
と

は
、
今
で
も
「
会
い
た
い
ね
ー
」
と

誰
か
ら
か
の
声
掛
け
で
す
ぐ
集
ま
る

ほ
ど
大
切
な
仲
間
で
す
。

　

学
生
時
代
の
思
い
出
の
一
つ
に
、

お
そ
ろ
い
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
そ
れ
ぞ

れ
好
き
な
色
で
作
り
、（
も
ち
ろ
ん
、

先
生
方
に
も
、
松
下
校
長
は
ブ
ル
ー

で
、
山
元
先
生
は
黄
色
で
、
当
時
の

竹
迫
先
生
は
ピ
ン
ク
で
作
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。）
全
員
で
こ
の
ト
レ
ー

ナ
ー
を
着
て
、O

N
E 　

T
EA
M

で

研
究
発
表
に
臨
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
気
心
の
知
れ
た
一
生
の
友
を

得
ら
れ
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
の
宝

で
す
。

　

今
回
、
そ
う
い
う
仲
間
と
一
緒
に

総
会
に
参
加
し
て
、「
も
う
お
互
い

こ
ん
な
年
に
な
っ
た
の
か
。」
と
い

う
思
い
と
と
も
に
、
先
輩
方
と
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
輩
方

の
パ
ワ
ー
の
強
さ
、
保
健
師
職
に
対

す
る
思
い
な
ど
な
ど
、
本
当
に
こ
の

人
た
ち
に
は
か
な
わ
な
い
な
ー
と
あ

ら
た
め
て
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
生
百
年
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
時

代
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
社
会
に
な
ろ
う
と
も
、
先
輩
た

ち
が
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を
忘
れ

ず
に
、
私
た
ち
も
ま
た
下
の
世
代
に

繋
ぐ
こ
と
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
仕

事
も
自
分
の
人
生
も
「
も
う
ひ
と
踏

ん
張
り
！
」
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

し
お
さ
い
会
に
参
加
し
て

　

今
回
、
初
め
て
し
お
さ
い
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
一
体
ど

の
よ
う
な
雰
囲
気
な
の
か
な
、
何
を

な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
な
」
と
思

い
な
が
ら
も
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
歩

ん
で
い
き
た
い
道
を
先
に
歩
ん
で
い

る
先
輩
方
に
お
会
い
で
き
る
の
が
と

て
も
楽
し
み
で
し
た
。
当
日
は
公
衆

衛
生
看
護
学
実
習
で
お
世
話
に
な
っ

た
保
健
師
の
方
々
に
お
会
い
で
き
た

り
、
昨
年
ま
で
私
の
目
の
前
で
い
つ

も
楽
し
い
授
業
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

財
部
先
生
に
再
会
す
る
こ
と
が
で
き

た
り
と
素
敵
な
出
会
い
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
本
当
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
多
く
の
先
輩
方
と

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
が
「
同
期
っ
て
ね
、
い
い
よ
。

選
ん
だ
職
業
が
看
護
師
、
保
健
師
に

か
か
わ
ら
ず
、
大
学
で
一
緒
に
学
ん

で
き
た
仲
間
だ
か
ら
、
い
つ
会
っ
て

も
真
剣
に
医
療
や
地
域
の
話
が
で
き

る
し
、
思
い
出
話
も
で
き
る
か
ら
。

あ
な
た
も
今
の
同
期
の
み
ん
な
と
一

緒
に
頑
張
っ
て
、
み
ん
な
で
楽
し
ん

だ
ら
い
い
よ
」
と
話
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
す
。
四
年
生
に
な
っ
た
今
、

大
学
生
活
も
残
す
と
こ
ろ
後
一
年
も

あ
り
ま
せ
ん
。
卒
論
や
国
家
試
験
を

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
に

な
っ
て
ば
か
り
で
し
た
が
、
そ
の
言

葉
で
大
学
で
出
会
っ
た
仲
間
た
ち
と

一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
時
間

は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
と

気
づ
き
、
卒
論
や
国
家
試
験
を
み
ん

な
で
一
緒
に
頑
張
っ
て
、
そ
れ
と
同

時
に
仲
間
た
ち
と
の
時
間
を
楽
し
く

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
先
輩
方
の
お

話
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
学
生
と
し
て
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
次
回
は
会
員
と
し

て
、
保
健
師
と
し
て
先
輩
方
や
同
期

の
仲
間
た
ち
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
、
残
り
の
大
学
生
活
を
精
一
杯

楽
し
ん
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

昭和57年卒

渡邉　和代

保健学科４年

川畑　麻子

　

保
健
師
と
し
て
二
年
目
に
な
り
、

職
場
の
上
司
や
同
僚
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
日
々
楽
し
く
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

私
が
保
健
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
以
前
看
護
師
と
し
て

働
い
て
い
た
時
に
、「
看
護
と
は
何

か
」「
そ
の
人
ら
し
い
人
生
に
寄
り

添
う
と
は
何
か
」
と
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
で
す
。
今
ま
で
以
上
に
対
象
者

の
思
い
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
方
の
生

活
を
知
り
、
よ
り
身
近
な
場
所
で
そ

の
人
ら
し
い
人
生
を
支
え
る
看
護
が

し
た
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

二
つ
目
は
、
平
成
二
十
五
年
に
初

め
て
参
加
し
た
し
お
さ
い
会
で
、
先

輩
方
が
保
健
師
と
し
て
誇
り
を
持
っ

て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
で

す
。
先
輩
方
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ

た
こ
と
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
自
分
が

生
ま
れ
育
っ
た
鹿
児
島
市
で
、
保
健

師
と
し
て
働
き
た
い
と
強
く
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
が
、
住
民

の
方
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
地
域
に
出
向
く
こ
と
の
楽
し

さ
と
と
も
に
地
域
保
健
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
く
難
し
さ
も
感
じ
て
い
ま

す
。

　

二
年
目
に
な
り
、
地
域
に
出
て
地

域
を
知
る
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
と
顔
を
合

わ
せ
、
地
域
資
源
を
知
り
、
地
域
の

成
り
立
ち
を
学
び
、
地
域
が
育
っ
て

い
く
こ
と
を
肌
で
感
じ
、
保
健
師
と

し
て
の
や
り
が
い
や
可
能
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
先
輩
方
や
同
僚
か
ら

色
々
な
こ
と
を
吸
収
し
、
住
民
に
寄

り
添
い
、
そ
の
人
ら
し
い
人
生
を
支

え
ら
れ
る
保
健
師
に
な
り
た
い
で
す
。
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林　

佳
奈　

H
二
十
一
年
卒

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
主
に
中
小
企
業

で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
三
九
一

六
万
人
の
加
入
者
、
二
一
五
万
事
業

所
（
平
成
三
十
年
六
月
現
在
）
か
ら

な
る
日
本
最
大
の
保
険
者
で
す
。

　

協
会
け
ん
ぽ
鹿
児
島
支
部
で
は
、

県
内
全
域
に
十
八
名
の
保
健
師
・
管

理
栄
養
士
が
在
籍
し
て
お
り
、
加
入

者
が
「
そ
の
人
ら
し
く
」「
あ
り
た

い
姿
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と
を
目
指
し

て
保
健
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
、
生
活
習
慣
病
に
対

す
る
特
定
保
健
指
導
、
重
症
化
予
防

対
策
、
事
業
所
が
取
組
む
健
康
づ
く

り
の
支
援
で
す
。

　

特
に
近
年
、
従
業
員
の
健
康
づ
く

り
に
取
組
む
事
業
所
を
保
健
師
の
立

場
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
が
大
き

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
事
業
所
全
体

の
健
康
課
題
を
抽
出
し
、
状
況
に
合

わ
せ
た
目
標
を
設
定
、
取
組
み
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
現
在
一
九
〇

社
（
令
和
元
年
十
月
現
在
）
の
事
業

所
が
「
か
ご
し
ま
健
康
企
業
宣
言
」

を
し
て
お
り
、
今
後
更
に
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
事
業
所
へ
の

介
入
は
、
よ
り
保
健
師
と
し
て
の
ス

キ
ル
を
必
要
と
さ
れ
難
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
や

り
が
い
を
感
じ
、
日
頃
の
研
修
や
先

輩
保
健
師
の
助
言
を
頂
き
な
が
ら

取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
部
内
研
修
を
年
に
六

回
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
か
ら
は

よ
り
質
の
高
い
保
健
指
導
を
行
う

た
め
に
自
分
達
に
不
足
し
て
い
る

ス
キ
ル
が
何
か
を
話
し
合
い
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
研
修
を
行
え
ば
よ
い
か
を
検

討
す
る
機
会
を
設
け
、
自
主
性
の

あ
る
研
修
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

ま
す
。
毎
回
活
気
あ
る
研
修
に

な
っ
て
お
り
、
相
談
し
助
言
を
受

け
や
す
い
環
境
で
す
。

　

労
働
人
口
の
減
少
や
働
き
方
改

革
な
ど
労
働
環
境
の
変
化
が
大
き

い
現
在
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
す
ま
す

職
域
の
保
健
師
と
し
て
の
使
命
を

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
健
康
で

活
気
あ
る
働
き
手
を
支
え
ら
れ
る

よ
う
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
「
し
お
さ
い
会
」
の
皆
様
に
、「
ざ

く
ろ
の
会
」
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
「
ざ
く
ろ
の
会
」
と
は
、
鹿
児
島

大
学
医
学
部
付
属
保
健
婦
学
校
の
関

東
地
区
同
窓
会
生
の
集
ま
り
の
こ
と

で
す
。
現
在
の
鹿
児
島
大
学
医
学
部

保
健
学
科
の
前
身
は
、
鹿
児
島
大
学

医
学
部
付
属
保
健
婦
学
校
で
、
当
時

鹿
児
島
市
市
電
の
停
留
場
、「
岩
崎

谷
」
下
車
徒
歩
一
分
の
所
に
あ
り
ま

し
た
。
教
務
の
先
生
で
あ
っ
た
郡
山

ノ
ブ
ヱ
先
生
、
山
元
郁
子
先
生
の
お

声
が
今
に
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

ま
た
、
学
生
の
声
を
じ
い
っ
と
聴
い

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
お
姿
が
、
今

も
私
た
ち
の
心
に
し
っ
か
り
残
っ
て

い
ま
す
。
保
健
婦
学
校
の
一
年
間
は
、

看
護
を
基
礎
に
公
衆
衛
生
看
護
の
理

論
を
学
び
、
主
体
的
に
実
習
に
参
加

し
、
発
表
や
討
論
、
三
分
間
ス
ピ
ー

チ
等
を
重
ね
て
、
ク
ラ
ス
が
前
向
き

で
一
体
感
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
先
生
の
ご
努
力
の
お
か
げ

で
、
保
健
婦
・
養
護
教
諭
・
衛
生
管

理
者
等
多
く
の
資
格
も
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

学
校
卒
業
後
、「
ざ
く
ろ
の
会
」

の
メ
ン
バ
ー
は
、
様
々
な
経
過
や
理

由
か
ら
関
東
地
区
に
住
み
、
働
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。「
ざ
く
ろ
の
会
」

は
今
年
で
四
十
一
回
目
に
な
り
ま
す

の
で
、
発
会
は
一
九
七
九
（
昭
和
五

十
四
）
年
で
す
。
郡
山
ノ
ブ
ヱ
先
生

が
千
葉
で
開
か
れ
た
公
衆
衛
生
学
会

に
ご
参
加
さ
れ
た
時
を
契
機
に
荒
武

さ
ん
、
出
口
さ
ん
方
が
発
会
を
し
て

下
さ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
第
一

回
鹿
児
島
大
学
医
学
部
付
属
保
健
婦

学
校
関
東
地
区
同
窓
生
の
会
は
、
神

楽
坂
の
教
育
会
館
で
開
か
れ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
山
元
郁
子
先
生
に
は
、

東
京
都
足
立
区
で
開
い
た
一
九
六
九

（
昭
和
四
十
四
年
）
年
度
卒
業
生
の

同
窓
会
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
こ
と

を
、
本
当
に
有
り
難
く
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
保
健
婦
学
校
卒
業

後
、
保
健
婦
（
二
〇
〇
二
年
三
月
一

日
か
ら
保
健
師
）
と
し
て
働
く
中
で
、

困
難
を
抱
え
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の

で
す
が
、「
ざ
く
ろ
の
会
」
が
心
の

拠
り
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、「
ざ
く
ろ
の
会
」
は
、
毎

年
六
月
の
第
四
日
曜
日
午
前
十
一
時

半
か
ら
午
後
二
時
ま
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
本
橋
に
あ
る
「
ざ
く
ろ
」
と

い
う
和
食
の
お
店
で
開
い
て
い
ま
す
。

会
の
名
称
は
、
そ
の
お
店
の
名
前
か

ら
と
っ
た
も
の
で
す
。
現
在
、
集
ま

る
保
健
師
は
十
人
弱
で
す
。
食
事
を

し
な
が
ら
、
個
々
に
こ
の
一
年
間
の

近
況
を
話
し
て
意
見
交
流
し
て
い
ま

す
。
福
祉
事
務
所
や
保
健
所
で
保
健

師
と
し
て
相
談
や
健
康
診
査
等
の
業

務
、
高
齢
者
の
介
護
認
定
会
議
へ
の

出
席
な
ど
保
健
師
の
仕
事
を
今
も
継

続
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
障

害
児
者
の
支
援
、
養
護
施
設
の
支
援
、

地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室
や
精
神
障
が
い

者
家
族
会
の
支
援
な
ど
、
定
年
退
職

後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
保
健
師
と
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
一
方
自
分
自
身
と

家
族
の
健
康
問
題
は
重
要
な
話
題
の

一
つ
で
す
。
ま
た
、
趣
味
の
山
登
り
、

仏
像
巡
り
、
動
物
園
巡
り
、
茶
道
、

梅
と
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
漬
け
方
、
農
作

業
の
こ
と
な
ど
、
多
様
な
事
柄
に
つ

い
て
交
流
し
、
つ
い
時
間
が
オ
ー

バ
ー
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
隣

に
あ
る
高
島
屋
デ
パ
ー
ト
で
二
次
会

を
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

も
写
真
撮
影
も
楽
し
く
、
い
つ
も

あ
っ
と
い
う
間
に
夕
方
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
「
ざ
く
ろ
の
会
」
は
、
鹿
児
島
・

宮
崎
等
の
故
郷
の
話
に
花
が
咲
き
、

お
互
い
に
励
ま
し
あ
え
る
の
で
元
気

を
い
た
だ
く
〝
有
り
難
い
会
〞
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
意
義
あ
る

こ
の
「
ざ
く
ろ
の
会
」
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
鹿
児
島
大
学
医
学
部
保
健

学
科
卒
業
生
の
方
も
含
め
て
、
関
東

地
区
に
お
住
い
の
皆
様
の
「
ざ
く
ろ

の
会
」
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、

立
川
雪
子

　

0
3
―
3
9
0
4
―
4
3
9
2

田
中
歌
子

　

0
3
―
3
8
8
6
―
8
3
9
2

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。（
文
責
：
田
中
）

職
場
紹
介

「
ざ
く
ろ
の
会
」
に
つ
い
て

筆者：後列左から 2番目
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編集後記

令和 2年５月９日（土）　１０時～１２時日時

・笹川純子　相談支援事業所ドライブ（S53 年卒）　
・地域でつながるボランティア　学生＆卒業生

講師

鹿児島大学医学部保健学科共通教育棟４階　地域包括看護学実習室場所
多くの会員の皆様の参加をお待ちしています。
参加ご希望の方は４月２０日までにホームページ「しおさい」
もしくは下記連絡先までご連絡下さい。
「ホームページアドレス https：//shiosaikai.org/」

第9回しおさい会セミナーご案内
「地域でかがやく、よりそい力　～お互いに学び合う～」

☎ 090-4342-0572（笹川純子）
☎ 090-5288-2220（兒島淳子）

お誘い合せの上
先着順

どなたでも！

　第 20 回総会には多くの皆様にご参加いただきありがとうございました。私共も皆様の笑顔にパワーをいた
だきました。また、お忙しい中、快く執筆にご協力いただいた皆様に心より感謝申し上げます。今後も繋がり
を大切にした同窓会を目指していきたいと思います。

(文責：仮屋崎 )

平成31年 鹿児島大学医学部保健学科
　　 　　看護学専攻卒業生 しおさい会入会者新入会員紹介新入会員紹介新入会員紹介新入会員紹介




